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職人技術の源

　会社プロフィール

所在地： 埼玉県入間市狭山ヶ原 325-5
資本金： 1,000万円

代表取締役： 山口 拓也
従業員数： 20 人

事業内容： プレス金型製作・プレス板金・精密試作加工
狭山茶で有名な埼玉県入間市狭山ヶ原の工業団地の一角で株式会社山口製作所はプレス業を営んでいます。山口製作所は主に電子機器部品や携帯電話部品試作などを扱うプレスメーカーです。今回は工場長の山口拓也氏に話を伺ってきました。
1)  山口製作所のウリ
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山口製作所は父親の山口登喜雄氏が創業した会社です。小さい頃から工場の中で遊び、工場独特の油の匂いに慣れ親しんでいました。遊び道具はノギスやスパナで、少し大きくなってからは小遣い稼ぎにタップ加工や面取り加工を１ヵ所“何銭”で請け負っていたといいます。「要は、ウロウロされると邪魔だから仕事でもしとけ！といった理由でやらされていたんですけどね。それにしても、工程 3 円 50 銭とか何銭なんてお金、こんな商売でなきゃ聞かないですよね」と当時を笑って振り返る山口氏にとって、製造業界で働き始めたのは必然であったのかもしれません。

その生粋の製造業育ちの山口工場長が働く山口製作所ではプレスの中でも、機械ではコストの合わない少量試作や量産試作といった分野に力をいれています。近頃の近代化された工場では無人化が進み、けとばしと呼ばれるフットプレスを見かける機械は少なくなってきました。そんな中、山口制作所ではフットプレスを利用して、板圧、製品形状によって加工法を様々に工夫し、簡易金型を利用することで低コスト、短納期の双方を実現しています。CAD/CAM を利用した設計時間の短縮と職人の勘や経験により、精度の高い製品を、新しい方法で作り出していっているのです。

では、そんな山口製作所のモノづくりのモチベーションはどんなところから生まれてくるのでしょうか？

2)  モノづくりの源
山口製作所では NC ネットワークに情報を登録していたものの、HP を持っておらず、どちらかというと IT を利用して仕事を受注しようということは意識していませんでした。しかしある時、一般の方から特殊なスタビライザーの製作について、アイデアだけを元に依頼がきたのです。

通常の仕事の場合は発注側から図面が送られてきて、それを基に加工方法を考えます。しかし、今回のスタビライザーのように、漠然とこのようなものが作りたいといわれた場合は、自分で最終形状を考えた上で、加工方法も考えなくてはならないのです。一見大変そうに見えるこのプロセスが山口工場長にとっては、とても楽しいものなのだといいます。「自分の頭でイメージした製品が実際に出来上がった瞬間は最高なんだよ」と山口工場長は次から次へと、これまでに自分が考えて作ってきた製品の写真を見せながら、話をしてくれました。

このように、新しいモノづくりによって得られる充実感こそが、山口工場長のモノづくりへのモチベーションをより高めていくのです。
（文： 株式会社エヌシーネットワーク　飯山 隼人）

--------------------------------------------------------------------------------

【関連サイト URL】

山口製作所： http://www.nc-net.or.jp/emidas/gaiyou.php?63715
株式会社エヌシーネットワーク： http://www.nc-net.or.jp/
